
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要
温泉の有する保養機能と周辺の自然資源を積極的に活用し、自然への理解を深め、心

身のやすらぎを増進させるため、温泉施設をはじめ各種利用施設を整備するものです。

４ 施策の効果
白川村平瀬地区は、国民保養温泉地（白川郷平瀬温泉）に指定されており、県民の方

々や世界遺産「白川郷・五箇山の合掌造り集落」などを訪れる人々に、温泉の利用や自
然とのふれあいをとおして心身のやすらぎや自然への理解を深めていただくことができ
ます。

５ 要求の内容
① 事業主体 白川村

③ Ｈ１５年度事業
土地造成及び温泉センター基礎工事等 事業費 75,000千円
（国1/3 25,000千円、県1/3 25,000千円、村1/3 25,000千円）

６ 用語の解説
・国民保養温泉地

温泉の公共的利用の増進のため、温泉利用施設の整備及び環境の改善に必要な地
域として、温泉法の規定に基づき環境大臣が指定した地域。県内には、白川郷平瀬
温泉の他に平湯温泉、奥飛騨温泉郷及び小坂温泉郷が指定されています。

所 属 健康福祉環境部自然環境森林室

担当(係)名 自然公園グル
ープ

内 線 ２７２５

（款）６農林水産業費 （項）５林業費 （目）(12)自然保護費

（明細書事業名)○自然公園費
ふれあい・やすらぎ温泉地整備事業

５０，０００

５０，０００

（前年度 ０）

【財源内訳】 国 庫
25,000

一般財源
25,000

② 全体事業計画 事業年度 Ｈ１５年度～Ｈ１７年度

施設整備 温泉センター建設及び環境整備

自然観察歩道整備（長寿の森）

遊歩道整備（結の森）

総事業費 約４億円（負担割合 国、県、村 各１／３


